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新袋井駅の建築工事が、いよいよ本格的に着手されまし
た。平成26年秋には新しい駅舎が供用開始となります。
今まで市の発展を見つめてきた現駅舎には、皆さんの思
い出も詰まっていることでしょう。

ありがとう袋井駅
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新年度各会計予算はいずれも可決
　市議会は、2月定例会を2月26日から3月22日までの25日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成24年度一般会計ほか4会計の補正予算をはじめ、平成25年度一般・特別・
企業各会計予算、袋井市立学校給食センター条例の一部改正など42議案と3件の報告が上程さ
れ、採決の結果、いずれも原案のとおり可決等しました。
　なお、市政に対する一般質問では、10人の議員が市長の見解をただしました。 

2月
定例会

建設工事が進む中部学校給食センター（豊沢）建設工事が進む中部学校給食センター（豊沢）

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算   

　

新
年
度
の
予
算
額
は
、
3
2
9
億
8
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
、
10
・
6
%
（
31
億
7
0
0
0
万
円
）
の
増
と
な
り
ま
す
。

《
主
な
新
規
事
業
》

●
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
 …
…
…
…
23
億
5
7
2
1
万
円

　

9
月
か
ら
の
全
幼
稚
園
に
お
け
る
給
食
開
始
な
ど
の
た
め
の
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
。

●
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
補
助
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
億
3
9
8
3
万
円

　

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
の
運
営
・
施
設
維
持

管
理
へ
の
補
助
。

●
予
防
接
種
・
各
種
が
ん
検
診
事
業
 …
…
…
…
…
3
億
9
7
9
4
万
円

　

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
定
期
化
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成
の
新
規
開
始
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
開
始
。

●
教
育
支
援
事
業
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」 …
…
1
億
1
6
4
4
万
円

　

35
人
以
上
学
級
と
少
人
数
指
導
を
支
援
す
る
「
フ
ー
ち
ゃ
ん
先
生
」
と

「
学
校
健
康
安
全
支
援
員
」
の
配
置
な
ど
。

●
河
川
愛
護
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
6
2
0
万
円

　

危
険
箇
所
の
作
業
支
援
を
行
い
、
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
乗
用
式
大
型
草
刈
機
や
自
走
式
斜
面
草
刈
機
の
新
規
導
入
。

●
わ
が
家
の
専
門
家
診
断
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
8
0
万
円

　

昭
和
56
年
6
月
か
ら
平
成
12
年
5
月
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対

象
に
追
加
。

●
6
次
産
業
化
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
0
0
万
円

　

農
業
者
等
の
「
6
次
産
業
化
」
へ
の
意
識
向
上
や
取
組
支
援
、
マ
ッ
チ
ン

グ
の
促
進
、
販
路
拡
大
、
フ
ァ
ン
ド
の
構
築
な
ど
。

●
I
C
T
に
よ
る
街
づ
く
り
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
5
0
0
万
円

　

総
務
省
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
継
続
と
、
I
C
T
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
策
定
。
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平
成
25
年
度
特
別
会
計
予
算   

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
7
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
1
6
2
億
6

6
1
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
2.5
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
袋
井
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
終
了
に
伴
い
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
、
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
企
業
会
計
予
算   

　

水
道
事
業
は
21
億
5
1
5
0
万
円
、
病
院
事
業
は
袋
井
市
民
病
院
分
が
4
億
5

2
0
0
万
円
、聖
隷
袋
井
市
民
病
院
分
が
15
億
9
6
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
内
容
に
よ
り
、
第
6
号
補
正
で
は
17
億
5
6

0
0
万
円
を
増
額
、
第
7
号
補
正
で
は
、
2
2
5
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
予
算
総
額
は
、
3
2
7
億
7
0
0
0
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

《
第
6
号
補
正
》

　

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
緊
急
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
経

済
対
策
を
図
る
た
め
、
約
23
億
円
の
国
庫
補
助
事
業
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
増

額
す
る
も
の
で
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
事
業
 …

 

8
億
5
0
3
2
万
円

　

●
市
道
掛
之
上
祢
宜
弥
線
ほ
か
9
路
線
改
築
事
業
…
…

 

6
億　

6
5
0
万
円

　

●
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

1
億
5
1
3
0
万
円

　

●
都
市
計
画
道
路
南
口
駅
前
線
ほ
か
1
路
線
改
築
事
業
 …

 

1
億
4
4
6
0
万
円

　

●
市
道
舗
装
修
繕
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

1
億
2
9
7
0
万
円

《
第
7
号
補
正
》

　

国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し

て
い
る
耐
震
性
防
火
水
槽
整
備
事
業
が
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
度
事
業
と
し
て
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
（
主
な
も
の
） 

《
制
定
》

●
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

袋
井
市
保
健
・
医
療
・
介
護
構
想
に
基
づ
く
、
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

人　

事 

●
人
権
擁
護
委
員

　

前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
の
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
25
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
6
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

・
再
任　
　

山
下
久
一
（
方
丈
北
）

　

・
新
任　
　

前
田
義
博
（
浅
羽
）

      　
　
　
　

谷
川
智
惠
子
（
初
越
）　

  

※
敬
称
略

□2月定例会の概要

平
成
25
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

反
対
討
論
（
要
旨
）　 

日
本
共
産
党

　

教
育
支
援
事
業
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
や
、
子
ど
も
発
達
支
援
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
、
防
災
事
業
、
地
域
医
療
体
制
構
築
事
業
な
ど
、
評
価
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
る
が
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
も
っ
と
福
祉
へ
の
支
出
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
補
助
金
の
一
部
が
周
辺
道
路
負
担
金
と
し
て
支
払
わ

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
津
波
避
難
施
設
の
建
設
に
対
す
る
予
算
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）　

自
民
ふ
く
ろ
い

　

国
の
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
た
予
算
計
上
で
あ
り
、
平
成
24
年
度
2
月
補
正
予
算
と

合
わ
せ
て
一
体
的
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
新
た
な
農
へ
の
展
開
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
意
識

高
揚
・
促
進
、
防
災
対
策
の
促
進
、
切
れ
目
の
な
い
地
域
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
予
算
で
あ
る
と
評
価
し
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

討
論
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総
合
体
育
館
整
備
の
進
め
方
は

総
合
体
育
館
整
備
構
想
の
策
定

に
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
。

総
合
体
育
館
整
備
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
方
針
と
し
、
平
成
25
年

度
に
「
総
合
体
育
館
整
備
構
想
」
を

策
定
し
て
い
く
。
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
体
育
施
設
利

用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
指
導
者
、
有
識
者
か
ら
広
く

意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

近
隣
の
施
設
を
参
考
に
、
施
設
の
規

模
や
建
設
場
所
を
具
体
化
し
て
い
き

た
い
。平

成
26
年
度
以
降
の
計
画
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

整
備
構
想
に
基
づ
い
て
、
建
設

用
地
の
確
保
や
運
営
方
式
の
検
討
を

進
め
、
具
体
的
な
施
設
整
備
方
針
を

定
め
て
い
く
と
と
も
に
、
平
成
28
年

度
に
は
建
設
に
着
手
し
て
い
き
た

い
。

新
設
道
路
へ
の
信
号
設
置
は

市
道
上
久
能
鷲
巣
線
の
開
通
に

よ
る
既
存
道
路
と
の
接
続
地
点
に
、

信
号
機
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

早
期
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
、
袋
井
警
察
署
を
通
し
、
県
公

安
委
員
会
に
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
設
置
ま
で
の
間
も
、
横
断
歩
道
・

一
時
停
止
標
識
の
設
置
や
右
折
帯
確

保
を
求
め
て
い
く
な
ど
、
最
大
限
の

交
通
安
全
対
策
を
行
い
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
は

企
業
移
転
が
前
提
な
の
か

企
業
移
転
構
想
は
、
海
岸
地
域

の
さ
ら
な
る
疲
弊
を
招
く
と
考
え

る
。
移
転
あ
り
き
の
構
想
は
取
り
や

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
は
、

企
業
移
転
を
推
進
す
る
も
の
で
は
な

い
。
地
域
と
企
業
の
関
係
を
守
る
た

め
、
避
難
場
所
の
整
備
や
津
波
被
害

の
軽
減
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
を

ど
う
考
え
て
い
る
か

議
員
及
び
市
長
の
報
酬
に
対
す

る
答
申
内
容
を
、
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。審

議
会
の
重
み
や
答
申
内
容
に

つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
が
、
現
在

の
社
会
経
済
情
勢
等
を
考
慮
す
る
と
、

現
段
階
で
は
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る

時
期
で
な
い
と
判
断
し
、
見
送
る
こ

と
と
し
た
。

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く

職
員
体
制
は
適
切
か

正
規
職
員
の
削
減
が
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
か
。

正
規
職
員
の
削
減
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
適
正
な
組
織
体
制
と
人

員
配
置
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
意
を
配

し
て
い
き
た
い
。 

内陸フロンティアの構想案

村
松 　

尚 

議
員

永
田 

勝
美 

議
員

整備構想が検討される市民体育館
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

活
性
化
へ
の
支
援
は

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
4
月
よ
り
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
名
称
変
更
さ
れ
る

が
、
活
性
化
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

役
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
市
の
広
報
や
高
齢
者
が
集
ま

る
事
業
な
ど
で
P
R
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
入
会
者
と
非
入
会
者
が

交
流
す
る
企
画
に
つ
い
て
、
今
後
意

見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
施
策
は
十
分
か

保
育
園
の
待
機
児
童
は
解
消
さ

れ
た
か
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
受
入
態
勢
は
ど
う
か
。

本
年
度
当
初
の
待
機
児
童
は
18

人
で
、
次
年
度
当
初
は
さ
ら
に
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
受
入
態
勢
は
整
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン

へ
の
対
応
は

来
年
は
第
25
回
記
念
大
会
と
な

り
、
走
行
コ
ー
ス
の
認
可
や
盛
り
上

げ
に
一
層
の
協
力
を
求
め
た
い
が
、

市
の
対
応
は
ど
う
か
。

警
察
及
び
関
係
機
関
と
の
コ
ー

ス
の
協
議
や
、
市
民
へ
の
周
知
に
最

大
限
支
援
し
て
い
き
た
い
。
花
火
と

並
ぶ
本
市
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
よ
う
、
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る

正
規
職
員
削
減
は
問
題

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

の
削
減
目
標
と
実
績
は
。
ま
た
、
そ

の
理
由
は
ど
う
か
。

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

の
6
年
間
で
は
、
一
般
職
員
の
削
減

目
標
51
人
に
対
し
、
23
人
の
減
員
で

目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
県
か
ら
の
権
限
委
譲
や
関

係
機
関
へ
の
職
員
派
遣
、
計
画
策
定

後
に
発
生
し
た
事
務
事
業
な
ど
で
あ

る
。

正
規
職
員
の
削
減
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
大
量
退
職
に

よ
る
経
験
の
引
き
継
ぎ
、
嘱
託
職
員

増
に
よ
る
正
規
職
員
の
負
担
増
、
新

規
採
用
抑
制
に
よ
る
年
齢
構
成
の
歪

み
な
ど
問
題
が
な
い
か
。

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

適
切
な
人
員
配
置
を
し
て
い
る
。

技
術
職
員
は
特
別
に

枠
を
設
け
て
採
用
す
べ
き

土
木
・
建
築
の
技
術
職
員
が
不

足
し
、
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
。

特
別
に
枠
を
設
け
採
用
し
、
計
画
的

な
養
成
を
行
う
べ
き
で
は
。

採
用
に
あ
た
り
、
業
務
量
の
把

握
は
も
と
よ
り
、
年
齢
層
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
慮
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
の

拡
大
や
経
験
者
を
対
象
と
し
た
採
用

の
検
討
な
ど
、
継
続
的
、
計
画
的
な

採
用
に
努
め
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

盛り上がりを見せるクラウンメロンマラソン

職員削減の基となる定員適正化計画
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津
波
対
策
と
浅
羽
の

安
全
性
の
強
調
と
の
整
合
性
は

本
市
は
海
抜
5
メ
ー
ト
ル
以
下

の
地
点
を
津
波
避
難
対
象
地
域
に
指

定
し
、
命
山
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
等

を
建
設
し
て
い
る
が
、国
の
津
波
高
・

浸
水
域
の
公
表
を
受
け
、
現
防
潮
堤

で
も
津
波
が
防
げ
る
と
思
わ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
浅
羽
地
域
は
津

波
の
危
険
が
あ
る
印
象
が
強
い
が
、

安
全
な
住
み
よ
い
地
域
で
あ
る
と

P
R
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
防
潮
堤
の
整
備

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

命
山
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
施

設
整
備
の
考
え
方
は
、
防
潮
堤
が
壊

れ
る
な
ど
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

た
計
画
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
あ
と

12
カ
所
の
整
備
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
県
の
第
4
次
地
震
被
害
想

定
に
基
づ
き
、
津
波
避
難
対
象
地
域

の
見
直
し
を
進
め
、
計
画
に
つ
い
て

も
、必
要
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、防
潮
堤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

施
設
入
所
か
ら
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
り
替
え
は

施
設
入
所
は
家
族
の
経
済
的
負

担
が
大
変
で
、
介
護
保
険
制
度
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
24
時
間
定

期
巡
回
型
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
す
べ
き

で
は
。小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

24
時
間
定
期
巡
回
型
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
の
需
要
変
化
を
捉
え
る
中
で
慎

重
に
対
応
し
た
い
。

津
波
対
策
は
道
半
ば

地
域
力
低
下
が
始
ま
っ
て
い
る

「
命
を
守
る
対
策
」
と
し
て
、

10
分
・
5
0
0
メ
ー
ト
ル
内
に
、
避

難
場
所
を
整
備
す
る
方
針
に
変
わ
り

は
な
い
か
。

県
の
第
4
次
地
震
被
害
想
定
や

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を

踏
ま
え
て
再
検
討
す
る
が
、
で
き
る

だ
け
短
時
間
で
避
難
で
き
る
対
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

「
財
産
を
守
る
対
策
」
と
し
て
、

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
、
海
岸
砂
防
林

や
河
川
堤
防
な
ど
の
強
化
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

財
産
の
保
全
に
目
を
向
け
た
津

波
対
策
と
し
て
は
、
防
潮
堤
や
河
川

堤
防
の
整
備
、
砂
防
林
の
強
化
に
も

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
関
係

市
と
連
携
を
図
り
、
県
へ
強
く
要
望

す
る
と
と
も
に
、
6
月
以
降
に
は
協

議
会
を
設
置
し
、
推
進
計
画
を
策
定

し
て
い
き
た
い
。

浅
羽
南
地
区
は
地
価
が
下
落

し
、
ま
た
、
人
口
流
出
が
始
ま
り
、

移
転
を
検
討
さ
れ
る
企
業
が
あ
る
な

ど
、
地
域
力
が
低
下
し
て
い
る
。
総

合
特
区
に
指
定
さ
れ
た
沿
岸
部
の
事

業
構
想
は
、
地
域
振
興
に
な
る
か
。

本
市
が
提
案
し
て
い
る
構
想

は
、
浅
羽
南
部
地
域
の
振
興
策
が
基

本
で
あ
る
。
仮
に
事
業
所
が
内
陸
部

へ
移
転
し
た
場
合
に
も
、
跡
地
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
へ
財
政
支
援
制
度

の
創
設
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

兼
子 

春
治 

議
員

廣
岡 

英
一 

議
員

建設中の湊地内命山

現在の浅羽海岸防潮堤
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浅
羽
支
所
の

権
限
・
体
制
強
化
を

支
所
は「
事
務
全
般
に
わ
た
り
、

地
域
的
に
分
掌
す
る
も
の
」
だ
が
、

合
併
時
4
課
・
7
係
・
35
人
で
あ
っ

た
体
制
が
縮
小
さ
れ
、
窓
口
業
務
が

主
と
な
り
、
権
限
も
な
い
の
で
は
な

い
か
。現

在
、
1
課
・
1
室
・
1
係
15

人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
支
所
長
に

は
、
部
長
級
職
員
と
し
て
の
権
限
を

持
た
せ
て
い
る
。
ま
た
、
支
所
内
の

総
合
調
整
の
権
限
を
は
じ
め
、
福
祉

関
係
で
は
福
祉
事
務
所
次
長
と
し
て

福
祉
業
務
を
遂
行
し
、
津
波
対
策
事

業
な
ど
で
は
予
算
執
行
権
を
持
っ
て

い
る
。浅

羽
地
域
審
議
会
は
10
年
間
の

設
置
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

一
つ
の
区
切
り
と
な
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
が
、
津
波
対
策
等
、

地
域
固
有
の
様
々
な
課
題
の
進
捗
状

況
を
見
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

「
経
費
節
減
」
が
主
目
的
で
な
い

指
定
管
理
者
制
度

国
の
通
知
で
は
、「
経
費
の
節

減
」
が
目
的
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

市
の
実
施
方
針
で
は
「
管
理
経
費
の

縮
減
を
図
り
な
が
ら
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経
費
節

減
に
つ
な
が
る
と
判
断
で
き
る
場
合

に
導
入
し
て
い
る
も
の
で
、
見
直
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

白
書
の
策
定
を

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
は
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
財
源
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
対
応
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共

施
設
の
現
状
と
課
題
を
市
民
と
共
有

し
、
庁
内
的
な
デ
ー
タ
の
一
元
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
横
断
的
な
連
携

体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
必

要
性
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
を
策
定
す
べ
き
で

は
。

平
成
25
、
26
年
度
に
お
い
て
、

現
有
施
設
の
実
状
を
調
査
分
析
し
、

公
共
施
設
の
計
画
的
か
つ
適
正
な
配

置
に
向
け
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
白
書
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

市
内
業
者
の
育
成
・

振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

地
元
業
者
、
特
に
小
売
業
者
の

育
成
を
図
る
た
め
に
は
、
保
護
関
税

的
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

公
共
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
保

護
関
税
的
な
制
度
を
と
る
こ
と
は
難

し
い
面
が
あ
る
が
、
市
の
発
注
に
つ

い
て
は
、
分
離
・
分
割
発
注
を
行
う

な
ど
、
市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮
を

し
て
い
き
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

支所としての役割が求められる浅羽支所

納入業者の約半数が市内業者である袋井学校給食センター
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待
機
児
童
解
消
の
た
め

袋
井
版
幼
保
一
元
化
を

需
要
の
高
い
0
歳
か
ら
2
歳
児

ま
で
は
保
育
園
、
3
歳
児
以
降
は
幼

保
一
体
型
施
設
の
幼
稚
園
と
い
う
形

に
転
換
し
た
ら
ど
う
か
。

受
け
入
れ
児
童
の
拡
大
と
な
る

が
、
そ
の
反
面
、
多
く
の
保
育
士
が

必
要
と
な
る
。
今
後
、
計
画
を
策
定

す
る
中
で
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

学
校
で
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は

ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
、
学
校
の
対
応
策
と
、
万
が

一
起
き
た
場
合
の
対
策
は
。

一
人
一
人
の
「
取
り
組
み
プ
ラ

ン
」
や
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
す
べ

て
の
教
職
員
が
適
切
に
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
自
己
注
射
を
使
用
で
き
る
よ
う
講

習
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

資
源
ご
み

持
ち
去
り
行
為
の
対
応
は

持
ち
去
り
行
為
が
多
発
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
防
止
の
た
め
、
市

条
例
を
改
正
し
罰
則
規
定
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

罰
則
を
規
定
し
て
も
、実
際
は
、

根
本
的
な
抑
止
力
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。
各
市
の
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

浅
羽
南
部
の

津
波
被
害
軽
減
対
策
を
問
う

浅
羽
海
岸
の
防
潮
堤
の
か
さ
上

げ
と
農
免
道
路
と
の
多
重
防
御
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

来
年
度
、県
下
に
先
駆
け
て「
津

波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
推
進
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
。
県

の
第
4
次
地
震
被
害
想
定
を
踏
ま

え
、
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
や
多
重
防

御
を
含
め
た
津
波
防
護
対
策
を
協
議

し
て
い
き
た
い
。

安
全
安
心
は

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
こ
と 

愛
野
駅
前
に
交
番
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

交
番
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
県

内
で
も
相
当
数
の
要
望
が
あ
る
。
関

係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
設
置
に
向
け
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

下
水
道
を
整
備
し

水
質
環
境
保
全
を
図
る
べ
き

下
水
道
の
整
備
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
接
続
率
向
上
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

国
か
ら
の
交
付
金
確
保
が
難
し

く
、
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
今
後
、

予
算
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事

業
の
効
率
化
を
図
り
た
い
。
接
続
率

向
上
に
向
け
て
は
、
専
門
員
に
よ
る

戸
別
訪
問
を
中
心
に
、
接
続
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

交番設置が求められる愛野駅前（南口）

幼保園として整備される笠原幼稚園
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　各特別委員会で審議された案件及びそれに対する質疑のうち、主なものについて報告します。

防災対策特別委員会（12/20、2/19）

静岡県第4次地震被害想定の中間報告を確認
　県の新たな被害想定や取り組み、津波対策の現状などについて報告を受けました。県の中間報告による
と、本市の津波高は、最大10メートル、平均9メートルとの想定となっており、今後、平成25年6月頃に、
第4次地震被害想定及び新地震対策・津波対策アクションプログラムが公表される見込みとのことです。

本市の多重防御に対する考え方はどうか。

防潮堤や国道150号バイパスなど、できるだけ多くの施設を組み合わせ、さらにはソフト事業も加
えた多重防御を図っていきたい。

浅羽地域の農地を津波から守ることも必要と考えるがどうか。

農地の復旧が短期間でできるよう、トータル的に被害を軽減していく観点からの対策を行っていき
たい。

下水道管路液状化調査の結果、85箇所にマンホールの浮上の可能性があると判明
　本市の下水道管路施設は、当初から液状化対策は講じられていると判断していたが、東日本大震災の
被害状況や液状化危険度マップの策定により、検証する必要が生じたため、345基を対象とした調査を
行った結果、85箇所にマンホールの浮上の可能性があることが判明したとの報告を受けました。
　今後、調査した上で、対策が必要な箇所を対象に、工法選定や概算工事金額の算定を行うとのことです。

議会改革特別委員会（12/21、1/16、1/30、2/19）

一般質問において、一問一答方式と一括方式との選択制となることが決定
　議会での議論の活性化と、市民の皆さんに分かりやすい議会運営とするために、平成25年6月定例会か
ら、一般質問において、従来の一括質問一括答弁方式と一問一答方式とを選択できるようにしました。
　※一括質問一括答弁方式とは
　　議員が質問項目全てを一括して質問し、それに対し、市長などが一括して答弁を行う方式。
　※一問一答方式とは
　　議員が1つの質問項目ごとに質問し、それに対し市長なども一問ずつ答弁を行う方式。

地域医療・新病院特別委員会（2/1、3/7）

中東遠総合医療センター建設用地の取得費が確定
　造成工事が昨年末に完成し、用地の取得金額・面積が確定しました。
　　用　　地　　費 6億5,197万3,251円
　　造　　成　　費 6億8,076万5,489円
　　追加造成費（土工事費・既存樹木移植費） 4,325万1,600円
　　道路工事費（市道高御所久保線・富士見台公園北線）   1,654万8,000円
　　　　　計 13億9,253万8,340円

新病院進入道である居沼池西線・掛川袋井南線の進捗と、掛川市に支払う組合負担額は。

平成25年3月までには完了し、開院までには供用できる。居沼池西線の組合負担額は約8,400万円、
掛川袋井南線の負担額は3,200万円弱となる。

特別委員会報告

市議会だより
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平成24年度一般会計及び特別会計補正予算をはじめ、平成25年度一般会計、特別会計及び
企業会計の各予算や条例の制定・廃止・一部改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

－子ども発達支援トータルサポート事業－

Q来年度から子ども支援室を設置し、
子ども発達支援トータルサポート事

業を推進するということだが、どのよう
な体制でやっていくのか。増加している
需要に対応できるのか。

A子ども支援室を新たに5人体制で設置
していく。支援チームが幼稚園や小

学校を回ることで、教員の資質も向上して
いる。また、保護者の子どもへの理解が進
むことで、相談の量も質も変わっていくも
のと考えている。

■建設経済委員会
●平成25年度一般会計予算

－資源ごみ拠点回収－

Q資源ごみ拠点回収の内容はどのよ
うなものか。

A決められた時間や場所に資源ごみ
などを出すことができない市民の

利便性を図るため、通常の収集に加え、
第1・第3日曜日は袋井市役所、第2・第
4日曜日には浅羽支所で9時から11時ま
で回収を行うものである。

－学校給食地産地消推進事業－

Q学校給食地産地消推進事業とし
て、9月稼働の給食センターに農

産物を供給していくということだが、農
産物の種類や、需要と供給のバランスな
ど、給食センター等との調整をどのよう
に行っていくのか。

Aコーディネーターを設け、供給す
る農産物の品種、供給量、供給時

期などについて、給食センターや栄養
士、生産者と調整を行っていく。

－アクションプラン事業化検討事業－

Q村松西排水路から沖之川へ流出す
る出口が小さいことから、村松西

地区の排水が滞っていると感じる。平成
25年度予算において、アクションプラ
ン事業化検討事業として、当該接続箇所
の調査設計を委託するとのことだが、こ
の調査の内容と今後の進め方はどうか。

Aこの調査により、出口の断面や必要
な大きさ、さらには村松西地区の排

水との関連性など、総合的な情報をつか
んだ上で、県と協議を行っていきたい。

調査が行われる村松西排水路出口付近

子ども支援室を設置するすこやか子ども課

市議会だより
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常任委員会レポート常任委員会レポート

■総務委員会
●平成24年度一般会計補正予算（第6号）

－緊急経済対策事業－

Q国の緊急経済対策事業に該当させ
るために、平成25年度に予定して

いた事業の前倒しをするとのことだが、
どのくらい有利になるのか。

A事業を前倒しすることにより、
通常の補助金や交付税の額に加

えて、2～3億円の財政措置が見込まれ
る。また、この取り組みにより、新年度
に地域の元気臨時交付金が交付されるた
め大きな負担軽減になる。

●平成25年度一般会計予算
－パートナーシップによるまちづくり事業－

Q平成25年度からのパートナーシッ
プの取り組みは、地域課題や地域

づくりがテーマであるとのことだが、課
題の選択方法や取り組むメンバーをどの
ように考えているのか。

Aこの事業に取り組むグループのメ
ンバーや地域課題については、そ

れぞれの地域担当と相談しながら決めて
いただくことを考えている。

－津波対策－

Q津波ハザードマップを作成するに
あたって、現在建設中の津波防御

施設は反映させるのか。

A市独自のハザードマップには、建
設中の防護施設を含め、防潮堤が

残った場合と防潮堤が壊れた場合を想定
して作成する。

■民生文教委員会
●平成24年度一般会計補正予算（第6号）

－保育所運営費－

Q 0～2歳の入所園児が増えたために
保育所運営費を増額するとのこと

だが、保育所の定員が決まっているにも
関わらず、年度途中で増額することに
なった理由は何か。

A定員は決まっているが、認可保育
所は年間を通して最大で全体の定

員の120%まで受け入れ可能となってい
る。0～2歳児の入所児童が多かったた
め、今回の補正となった。

●平成25年度一般会計予算
－予防接種事業（肺炎球菌ワクチン）－

Q来年度から高齢者肺炎球菌ワクチ
ンの予防接種に対する助成が導入

されるが、対象年齢と助成割合はどのよ
うになっているか。

A対象を75歳以上とし、肺炎球菌
の予防接種費用8,000円のうちの

3.000円を公費負担するもので、接種率
を約10%として833件という件数を算出
した。

浅羽南地区に設置された津波避難タワー

市議会だより
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議員発議（主なもの）
●袋井市議会委員会条例の一部を改正する条
例について

　次期選挙から議員定数が22人から20人に減員と
なるため、常任委員会の委員の定数を変更するほ
か、新病院の開院や市民病院の指定管理などに伴
い、民生文教委員会の所管から袋井市民病院を外す
ために必要な改正を行うものです。

●袋井市議会政務調査費の交付に関する条例
の一部を改正する条例について

　地方自治法の改正により、政務調査費の名称が
「政務活動費」に変更したことなどに伴い、必要な
改正を行うものです。

　任期4年の最後の定例会である今議会は、新年度の予
算をはじめ、条例の制定や改正などを審議し、中身の濃
い定例会となりました。また、市・地域のために活躍され、
今期で勇退をされる議員もおります。
　次期は議会も新しい編成となり、より一層活性化する
よう努めてまいります。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

※会議録はホームページのほか、市役所内情報公開
コーナー、議会事務局、各図書館で閲覧できます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

5月市議会臨時会、6月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】<5月臨時会>
 5月 14日（火） 正副議長選挙、常任委員選任等
　　　　<6月定例会>
 6月 3日（月） 開会、議案の説明
  10日（月） 市政に対する一般質問
  11日（火） 市政に対する一般質問
  12日（水） 市政に対する一般質問
  13日（木） 議案の審査（常任委員会）
  21日（金） 委員長報告～採決、閉会

中東遠総合医療センターの
視察を行いました。

　地域医療・新病院特別委員会では、2月12日に、
中東遠総合医療センター（5月1日開院予定）を視
察しました。

手術センターにて

1階ホスピタルモールにて


